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1 ．問題と目的

これまでに行われてきた障害理解教育では、主に視覚障害や聴覚障害、運動障害と

いった身体障害者に関する内容がとりあげられることが多かった。これは、 これらの

障害が「障害者」としてのイメージを持ちやすいことや、学習者に対して疑似体験を

させやすいことなどがその理由であろう。

これに対して知的障害や自閉症といった障害に関する場合には、疑似体験の困難さ

や障害像のイメージのしにくさから、障害理解教育ではとりあげられにくかった。

しかし、たとえば学校教育の範鴫で行われる交流教育などで児童生徒がもっとも接

触する頻度が高いのは、知的障害や自閉症をもった子どもたちである。接触する可能

性が高いにも関わらず、 こうした子どもたちの「障害」や様子について適切に理解す

るための働きかけが少ないのは大きな問題であるといえよう。

知的障害や自閉症の子どもが見せる様々な特異的な行動に対する周囲の適切な認識

や態度が形成されていないために、当該の子どもが「問題行動のある子」や「おかし

な子」とみられて学級集団の中で疎外されたり、いじめの対象となったり、あるいは

｢お客様扱い」されてしまうなど、望ましい人間関係をつくることができない事例は数

多い。

とりわけ知的障害や自閉症などは、他者との意志の疎通における困難があることに

加えて、周囲の子どもが「理解できない」ような行動があるために、大きな不利を被

っていることが多く、適切な知識や関わり方の姿勢を周囲の子どもに学習させること

がきわめて重要な課題となっている。この点において、知的障害等を取り上げた障害

理解教育が大きな役割を担う必要があるといえよう。

さて、実際の知的障害等を取り上げた障害理解教育の実践のためには、障害やそれ

をもつ子どもの様子について理解させるための様々な工夫が求められる。

障害理解教育においては、単に子どもの「障害」について理解させるだけでなく、

偏りのない意識の酒養、正格な知識の獲得、そして適切な行動の育成などがその要素

として重要となってくる。また、 「障害」をもって学校や家庭での生活の様子について

も理解が必要である。これは、 「障害」に対する社会的な視点を子どもたちに学習させ
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